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 老化苗とは「ポットや鉢の中で根が回りすぎてしまい、新しい根

が出にくい状態や活着しにくい状態になっているもの」を指す。花

壇やプランターの植栽をしている際に非常に多くの老化苗を見か

ける。根切りや土質改善などにより復活を促すこともできるが、そ

の手間をかけている余裕もなく、最終的に老化した苗は枯れてい

き、活用されることなく処分されてしまう。 

 丁寧に管理された苗が処分されていくことは、フラワーロスに

つながり、その花を育てるために投資した肥料や農薬、水を捨てる

ことになる。このフラワーロスを防ぎ、生産した苗のすべてが有効

活用されることを目標に老化苗の改善について研究した。 

 

①ポットの違いによる比較栽培 

 ３号ポットに穴をあけたり切れ込みを入れることで過湿を防ぎ

根が張れる条件を整える。ポット内で根巻きを起こすことが無く

細かい根がポット内に張り巡らされると仮説を立てた。健苗育成

を心がけることで鉢上げ後もボリュームがあり、開花数も多く、長

期間楽しめる苗になると仮説を立てた。 

 

 比較栽培の内容は、本校温室内でペチュニアを対象植物として

行った。調査区をポットにあけた穴の数やスリットの数により区

分けし、市販のポットレストレーも対照区として用意した。開花２

週間で３号ポット４号鉢へと鉢上げを行った。生育調査の頻度は

１か月に１回とし、調査項目は株高・株張・開花数とした。施肥管

理は１０日に１回程度ハイポネックス１０００倍液を施すとし

た。 

 

 調査結果として、株高ではすべての調査区で２０ｃｍ程度でま

とまっていた。株張については、ポットレス区とスリット少なめ

区・多め区で４０ｃｍを上回り株の拡大が見られた。開花数は２０

個程度でまとまり、大きな差は見られなかった。鉢の中の根の状態

を比較してみると、ポットレス区、穴３個区、スリット多め区の外

気に接する面積が大きい調査区において、鉢内に根が張る余裕が

多く残されており、根巻きも確認されなかった。逆に標準区におい



ては、根巻きが確認でき、鉢内に根が張る余裕もあまり見られなか

った。これより、育苗段階で空気に多く触れ、土壌中の水分量や湿

度が適切に管理された方が鉢上げ後の生育にも良い影響があった

と考えられる。 

 

 

まとめとして、根を良好な状態で保つことは商品ロスの削減と

販売期間の長期化につながると分かった。また、保水と排水に優れ

た生育環境を保つことで光合成効率の向上や水のロスの削減につ

ながる。今後はペチュニア以外の花でも老化苗を防ぐ研究をして

いきたい。老化する仕組みについても知識をつけ、課題に対するア

プローチの仕方も工夫していきたい。また、超老化苗の復活として

液肥等で施肥管理をしながら根を切り戻すという方法が野菜苗で

行われているので、それを花に置き換えて調査していきたいとも

考えている。 

 


